
昨年７月から建設を進めていた消防庁舎が旧
庁舎北側に完成し、７月１日（水）から供用を
開始しました。新庁舎最大の目玉は、緊急通
信指令システムの導入。119番通報時の内容
の記録が、従来の手書き方式から、システム
での入力方式に変わりました。これに伴い、
より迅速な出動が可能になりました。

人を育み未来をひらく学研都市精華町
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新消防庁舎が始動
各種団体・個人に表彰／ 4　安田祥子講
演会／５　けいはんなサイクルレース／
７　精華町職員募集／８　子ども医療助
成、９月から中学生も／ 10　活動のひ
ろば�／ 24　せいか写真日記／ 27
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新
し
い
消
防
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
２
階
建
て
の
棟
と
、
鉄
骨
造
り
平
屋

建
て
の
ガ
レ
ー
ジ
棟
で
構
成
。
延
べ
面
積
は

２
４
５
９・４
５
平
方
㍍
あ
り
ま
す
。

　
庁
舎
内
に
は
、
太
陽
光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

と
い
っ
た
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
を
採
用
。
近

年
採
用
が
進
む
女
性
職
員
専
用
の
更
衣
室
・
仮

眠
室
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
や

体
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
に
対
応
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
計
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
し
ま

し
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
で
出
動
迅
速
化

　
１
１
９
番
通
報
に
よ
る
指
令
・
出
動
に
は
、

緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

災
害
の
種
別
や
現
場
位
置
な
ど
と
い
っ
た
通
報

の
内
容
は
、
画
面
上
で
の
選
択
が
可
能
。
使
用

す
る
緊
急
車
両
は
自
動
的
に
選
択
さ
れ
、
通
報

の
内
容
も
そ
の
車
両
に
送
信
さ
れ
ま
す
。
出
動

は
迅
速
化
し
、
指
令
内
容
が
的
確
に
伝
え
ら
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
無
線
通
信
で
把
握
し
て
い
た
出
動

車
両
の
位
置
は
、
同
シ
ス
テ
ム
で
把
握
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
現
場
に
最
も
早
く
到

着
で
き
る
車
両
に
、
す
ぐ
出
動
指
令
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
も
可
能
に

　
各
部
署
へ
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
各
電
話
番
号
は
36
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ｑ
精
華
町
消
防
本
部
総
務
課
ｔ
94

－

４
４
７
３

※�

指
令
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
代

表
番
号
ｔ
94

－

５
１
１
９
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

講
堂消防長室

通
信
指
令
室

（
指
令
課
）

消
防
署

消
防
団
本
部
室

総
務
課

警
防
課

予
防
課

EV

出動
準備室玄

関

救急消毒
処置室など

EV

新
消
防
庁
舎  

案
内
図

幅広い来庁者に対応したバリアフリー設計の玄関 供用開始した7月1日（水）の鍵引き渡し式

新消防庁舎が完成
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環
境
保
全
功
労
で
表
彰

残
し
た
い伝え

た
い

　
由
紀
さ
お
り
さ
ん
と
の
姉
妹
デ
ュ
オ
で
も
有

名
な
声
楽
家
・
安
田
祥さ

ち

子こ

さ
ん
の
講
演
会
が
９

月
19
日
㈯
、
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
四
季
の
移
ろ
い
や
他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど

を
美
し
い
日
本
語
で
表
現
し
た
素
晴
ら
し
い
歌

の
数
々
。
こ
れ
ら
を
次
世
代
に
歌
い
継
い
で
い

く
た
め
「
残
し
た
い
伝
え
た
い
日
本
の
歌
」

と
し
て
講
演
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
。
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼�

時
間

　

�

午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
午
後
１
時
30
分
開

場
）

▼�

定
員

　

�

１
０
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
・
座
席
指
定
）

▼
申
込
方
法

　

�

８
月
28
日
㈮
ま
で
（
同
日
消
印
有
効
）
に
、

往
復
は
が
き
を
下
記
へ
。

　
町
の
社
会
教
育
委
員
３
人
が
６
月
18
日
㈭
、

平
成
27
年
度
京
都
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
白
畑
丈
子
さ
ん
（
南
稲

時
八
妻
地
区
）・
髙
鍋
房
美
さ
ん
（
桜
が
丘
一

丁
目
）・
福
味
真
樹
紅
さ
ん
（
里
地
区
）。
社
会

教
育
委
員
と
し
て
の
長
年
に
わ
た
る
在
任
の
ほ

か
、
社
会
教
育
諸
分
野
で
の
積
極
的
な
活
動

と
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
表
彰
で
す
。

　
表
彰
式
は
同
日
、
南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習

　
◆
往
信
面
表

　
　

�

〒
６
１
９

－
０
２
３
７
精
華
町
光
台
一
丁

目
７　
㈱
け
い
は
ん
な
気
付
「
安
田
祥
子

講
演
会
」
係

　
◆
往
信
面
裏

　
　

�

①
住
所
②
申
込
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
代
表
者
の
電
話
番
号

　
◆
返
信
面
表

　
　

�

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
代
表
者
の
氏
名

　
※�

返
信
面
裏
に
は
、
何
も
書
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
※�

は
が
き
１
枚
で
、
同
一
世
帯
に
限
り
４
人

ま
で
申
し
込
み
可
能
で
す
。
重
複
申
込
は

無
効
と
し
ま
す
。

　
※�

申
し
込
み
結
果
は
、
当
落
に
か
か
わ
ら
ず

通
知
し
ま
す
。

ｑ
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

　

�

ｔ
95

－

５
０
３
４
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

　
８
月
は
京
都
府
の
人
権
強
調
月
間
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
精
華
町
推
進
委

員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
啓
発
が
７
月
１
日

㈬
の
早
朝
、
町
内
の
各
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
運
動
は
今
年
で
65
回
目
。
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
光
台
三
丁

目
）
と
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
の
稲
見
弘
さ

ん
が
６
月
12
日
㈮
、
一
般
社
団
法
人
京
都
府
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
共
に
精
華
町
危
険
物
安
全
協
会
の
会
員
。
プ

ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
は
優
良
施
設
と
し

て
、
稲
見
さ
ん
は
優
良
従
業
員
と
し
て
の
表
彰

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
危
険
物
に
関
す
る
知
識
の

向
上
と
危
険
物
に
よ
る
災
害
の
な
い
ま
ち
を
目

指
し
活
動
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

表
彰
式
は
同
日
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

（
京
都
市
）
で
開
催
さ
れ
た
平
成
27
年
度
京
都

府
危
険
物
安
全
大
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ｑ
精
華
町
消
防
本
部
予
防
課
ｔ
94

－

４
３
９
７

　
今
回
の
街
頭
啓
発
は
、
同
運
動
の
強
調
月
間

（
７
月
）
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
町
内
の
近

鉄
３
駅
と
Ｊ
Ｒ
祝
園
駅
の
各
駅
前
で
、
啓
発
用

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
共
に
支
え

合
う
社
会
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
理
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

　
街
頭
啓
発
後
、
町
役
場
で
は
町
内
の
保
護
司

の
皆
さ
ん
か
ら
木
村

町
長
に
、
総
理
大
臣

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
＝
下
写
真
。

　
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
社
会
的
意

義
を
理
解
し
、
創
意

工
夫
に
あ
ふ
れ
た
啓

発
活
動
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
理
解
と
参
加
を

得
て
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
る
内
容
。
国

に
よ
る
昨
年
12
月
の
再
犯
防
止
に
関
す
る
宣
言

「
犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ
な
い
」
を
踏
ま
え

た
も
の
で
す
。

ｑ
人
権
啓
発
課
啓
発
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

近鉄狛田駅前で

（株）プロテックス・ジャパンの保田博之さん（右）と国立
国会図書館関西館・稲見弘さん（左）。中央は精華町危険
物安全協会の森田英照会長　

長
年
の
社
会
教
育
活
動
た
た
え 

危
険
物
安
全
協
か
ら
表
彰

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
総
会
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
や
家
庭
教
育
の

充
実
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
な
か
、
社
会

教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
は
増
し
て

い
ま
す
。

　

３
人
の
方
々
に
は
、
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、
社
会
教
育
の
推
進
役
と
し
て
の
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｑ
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
７

お
互
い
支
え
合
う
社
会
を

社
明
運
動
で
街
頭
啓
発

　
平
成
27
年
度
市
町
村
・
地
域
自

治
功
労
者
と
し
て
、「
祝
園
す
み

れ
会
」「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

精
華
台
」「
光
遊
会　

里
山
保
存

ク
ラ
ブ
」
の
３
団
体
が
６
月
19
日

㈮
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
地
域
活
動
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
や
、
地
域
力
の
向

上
へ
の
顕
著
な
貢
献
と
い
っ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
は
、
京
都
府
立
府
民

ホ
ー
ル
（
京
都
市
）
で
開
催
さ
れ

た
京
都
府
開
庁
記
念
日
記
念
式
典

の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝園すみれ会の皆さん

光遊会「里山保
存クラブ」部長・
松尾稔さん

クリーンパート
ナー精華台代表・
片山千晴さん

地
域
活
動
３
団
体
に
栄
誉

精華町生ごみ減量・
堆肥化推進協議会
会長・齋藤光子さん

精華町環境ネット
ワーク会議会長・
五十嵐勇さん

　
平
成
27
年
度
京
都
府
環
境
保
全
功
労
者
と

し
て
「
精
華
町
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

「
精
華
町
生
ご
み
減
量
・
堆
肥
化
推
進
協
議

会
」
の
２
団
体
が
６
月
19
日
㈮
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
多
年
に
わ
た
っ
て
環
境
保
全

に
関
す
る
活
動
を
行
い
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
京
都
府
立
府
民
ホ
ー
ル
（
京

都
市
）
で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
開
庁
記
念
日

記
念
式
典
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
の
歌

安田祥子講演会

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

華手帖華手帖

安全・安心安全・安心
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全国のサイクリストたちによって繰り広げられる熱いレース。
今年も精華大通り一帯で開催します。

2015けいはんなサイクルレース　カテゴリー表

学研都市を疾走学研都市を疾走
2015けいはんなサイクルレース2015けいはんなサイクルレース69/

出場者募集

通行規制のお願い
　開催時間は、精華大通り・けいはんなプラザから学研
施設周辺の通行を規制します。

一部バス停の乗降制限・移設
　サイクルレースの開催時間帯は、奈良交通路線バスと
精華くるりんバスのバス停を次の通り変更します。
▶奈良交通路線バス
　�精華大通りを東向きに進行するバスは「光台七丁目停

▶種　　目　�個人ロードレース
　　　　　　※�詳細は、右図とカテゴリー表をご覧くだ

さい。
▶参加資格　�健康な方
　　　　　　※�Ｃ1・Ｕ23は、日本自転車競技連盟の

競技者登録をしている必要があります。
▶料　　金　�女性・小中学生・高校生：1500円
　　　　　　�そのほか：4000円

　　　　　　※�保険代が含まれています。
▶申込期間　�８月23日（日）まで（消印有効）
▶申込方法　�スポーツエントリーホームページ（http://

www.sportsentry.ne.jp/）または JTBス
ポーツステーションホームページ（https://
jtbsports.jp/）から。

　　　　　　※申し込みは先着順とします。

留所」「光台四丁目停留所」「光台三丁目停留所」「けい
はんなプラザ停留所」での乗降ができなくなりますの
で、「光台八丁目停留所」または「ATR停留所」をご利用
ください。西向きに進行するバスは、これらの停留所
でも乗降できます。
▶�精華くるりんバス
　�山田川駅発祝園駅方面の「けいはんなプラザ停留所」
は、奈良交通「ATR停留所」に移設します。

ｑ�けいはんなサイクルレース実行委員会事務局（京都府
自転車競技連盟）ｔ090－5151－9669
　精華町役場�企画調整課�企画係ｔ95－1900
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けいはんな
プラザ
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ア
ピ
タ
タ
ウ
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け
い
は
ん
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食彩
プラザ

国
立
国
会

図
書
館

関
西
館

けいはんな
プラザ

東光
小学校

精華西
中学校

一方通行

通行止め
京
セ
ラ
㈱

スタート
ゴール

超初級・小学生のコース

一般のコース

▶日　時　�９月６日（日）午前８時～午後１時ごろ（雨天決行）
▶場　所　�精華大通り・けいはんなプラザから学研施設の周辺（一周2.36㌔、高低差26㍍）＝右図
▶主　催　�けいはんなサイクルレース実行委員会（京都府自転車競技連盟・京都新聞社・精華町・木

津川市　ほか）

カテゴリー（カテゴリー説明） 周回数／距離 スタート時刻 参加予定数
1 Ｃ２（上級・登録中級男女） ９周回／ 21.24㌔ 8：30 120人
2 Ｃ３（中級） ６周回／ 14.16㌔ 9：06 120人
3 Ｃ４Ｈ＋Ｗ（中初級と女性） ４周回／ 9.44㌔ 9：32 100人
4 Ｃ４Ｍ（中初級） ４周回／ 9.44㌔ 9：52 100人
5 Ｃ４Ｌ（中初級） ４周回／ 9.44㌔ 10：12 100人
6 Ｃ１＋Ｕ23（登録上級） 14周回／ 33.04㌔ 10：32 120人
7 Ｃ５Ｈ＋Ｗ＋Ｓ56Ｓ（初級、女性、小５・６） ３周回／ 7.08㌔ 11：25 75人
8 Ｃ５Ｌ（初級） ３周回／ 7.08㌔ 11：41 75人
9 Ｃ６Ｌ（超初級） ３周回／ 5.10㌔ 11：57 60人
10 Ｃ６Ｈ＋Ｗ＋Ｓ56Ｎ（超初級女性、小５・６／ノーマル） ３周回／ 5.10㌔ 12：12 60人
11 小１～４ ２周回／ 3.40㌔ 12：27 70人

　サイクルレースの開催時間帯は、道路の通行規制とそれに伴う一部バス停の乗降制限・移設をします。周辺の皆さ
んにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

通行規制と一部バス停の乗降制限・移設のお願い
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子育て世帯臨時特例給付金

▼支給対象者
　�今年６月分の児童手当（特例給付を除く）を
受給する方

▼支給額
　上記の対象児童1人あたり3000円

▼基準日
　今年５月31日

▼ �申請方法
　�12月１日（火）までの平日午前８時30分～
正午・午後１時～５時に、申請書を下記へ。
※�５月分より前から児童手当を受給している
方の申請書は、児童手当・特例給付現況届
の下欄にあります。
※�６月分から児童手当（特例給付を除く）を受
給する方の申請書は郵送しています。
※�公務員の方の申請書は、職場で配布されて
います。

ｑ子育て支援課�児童育成係ｔ95－1917

臨時福祉給付金

▼ �支給対象者
　�平成27年度分の市町村民税が非課税と
なっている方
　※�市町村民税が課税されている人の扶養親
族になっている方、生活保護受給者など
除きます。

▼支給額
　１人あたり6000円

▼ �基準日
　今年１月１日

▼ �申請方法
　�９月１日（火）～ 12月１日（火）の平日午前
８時30分～正午・午後１時～５時に、申
請書を下記へ。
　※�基準日時点で精華町の対象者に該当する
と思われる方には８月末ごろ、申請書な
どを郵送します。

ｑ福祉課�臨時給付係ｔ95－1904

今年も給付金
低所得者・子育て世帯向け
国では、低所得者や子育て世帯に臨時給付金を支給します。基準日時点で住
民登録していた市区町村役場に申請してください。２つの給付金のどちらの
条件にも当てはまる方は、本年度に限り両方とも受け取ることができます。

住民税が課税されていない方
※�課税されている人の扶養親族
になっている方や、生活保護
の受給者などは対象外です。

中学生以下の児童がいる子育て世帯
※�所得が児童手当の所得制限限
度額以上（特例給付）の方は対
象外です。

両
方
と
も
受
給
可

応
募
資
格

▼
一
般
事
務
職

　
◆�

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

高
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
以
上
、
ま

た
は
同
等
の
学
歴
資
格
を
有
す
る
者

▼
保
健
師

　
◆�

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

保
健
師
免
許
取
得
者
（
平
成
28
年
春
ま
で

の
取
得
見
込
み
を
含
む
）

▼
土
木
技
術
職

　
◆�

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
短
大
・
高
校
・

専
修
学
校
・
各
種
学
校
の
土
木
課
程
修
了

者
（
見
込
み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の

学
歴
資
格
を
有
す
る
者

申
し
込
み

　
８
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮
の
平
日
午
前
８
時
30

分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
に
必
要
書
類
を

直
接
、
次
の
と
こ
ろ
へ
（
必
着
・
郵
送
可
）。

　
�

〒
６
１
９

－

０
２
８
５
京
都
府
相
楽
郡
精
華

町
南
稲
八
妻
北
尻
70
番
地　
精
華
町
役
場
総

務
部
総
務
課
人
事
係

採
用
試
験
（
第
１
次
試
験
）

▼
日
時

　

�

９
月
20
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
（
受
付
…
午
前

８
時
30
分
～
８
時
45
分
）

▼
内
容

　
◆
一
般
事
務
職

　
　

��

学
歴
に
応
じ
た
教
養
試
験
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
校
卒
）・
適
性
検
査

　
◆
保
健
師

　
　

�

小
論
文
・
保
健
師
専
門
試
験
（
有
資
格
者

は
免
除
）・
適
性
検
査

　
◆�

土
木
技
術
職

　
　

�

学
歴
に
応
じ
た
教
養
試
験
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
校
卒
）・
学
歴
に
応
じ
た
専
門

試
験
〔
大
学
卒
・
高
校
卒
（
短
大
卒
は
高

校
卒
と
同
じ
）〕・
適
性
検
査

※�

採
用
条
件
や
必
要
書
類
、
第
二
次
試
験
な
ど

に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｑ
総
務
課
人
事
係
ｔ
95

－

１
９
１
０

平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
の
精
華
町
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
職
種
は
、
一
般
事
務
職
・
保
健
師
・

土
木
技
術
職
。
採
用
人
数
は
、
一
般
事
務
職
が
５
人
程
度
、
そ
の
ほ
か
は
若
干
名
の
予
定
で
す
。

　

精
華
町
職
員
を

募
集

　
精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
る

さ
と
案
内
人
の
会
」
は
今
年
６
月
か
ら
、
け
い

は
ん
な
記
念
公
園
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
町
や
近
郊
の
文
化
、
学
術
、
研
究
な
ど
を
案

内
し
、
伝
承
に
努
め
よ
う
と
開
始
。
水
景
園
の

庭
造
り
や
相
楽
木
綿
、
精
華
台
地
区
の
配
水
地

「
華
の
塔
」
の
役
割
な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ
で

展
示
や
案
内
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
園
内
の
庭
園
「
水
景
園
」
の
観

月
楼
１
階
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

運
営
す
る
カ
フ
ェ
「
森
のC

afé

な
が
た
ん
」

が
オ
ー
プ
ン
。
営
業
時
間
は
土
日
・
祝
休
日
の

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
で
す
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時
…
８
月
21
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

　
対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
９
月
１
日
㈫
・
10
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
３
時

　
※�

共
に
趣
味
の
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｑ
精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
ち
Ｐ
Ｒ
を
記
念
公
園
と

国
家
の
大
選
択
に
思
う

　

戦
後
70
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た

今
、国
会
で
は「
安
全
保
障
関
連
法
案
」で
大
激

論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
東
京
出
張
の
折
、
議
員
会
館
の
前
で

「
戦
争
法
案
反
対
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

見
て
、
今
か
ら
55
年
前
の
昭
和
35
年
、
私
の
青

年
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
「
日
米
安
保
条
約
」
の
改
定
で
大
混

乱
。
デ
モ
隊
が
昼
夜
に
わ
た
っ
て
国
会
周
辺
を

取
り
囲
み
、事
態
は
緊
迫
。つ
い
に
東
大
生
が
圧

死
す
る
と
い
う
非
常
事
態
に
、
岸
内
閣
は
総
辞

職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
池
田
内
閣
が
誕
生
し
ま

す
が
「
日
米
安
保
条
約
」
は
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り
―
―
。
日
本
の
選
択

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
政
治
に
か
か

わ
る
も
の
と
し
て
「
後
世
に
ど
う
評
価
さ
れ
る

か
」
絶
え
ず
自
問
し
て
い
る
一
人
で
す
。

　
先
月
、
自
衛
隊
や
米
軍
の
基
地
周
辺
の
自
治

体
が
集
ま
る
、
全
国
基
地
協
議
会
の
総
会
に
出

席
、
私
の
思
い
を
発
言
し
ま
し
た
。「
戦
中
、

戦
後
を
通
し
て
沖
縄
県
民
が
大
き
な
犠
牲
を
強

い
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
国
民
全
体
で
受
け
止
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
」「
わ
れ
わ
れ
基
地
所
在

自
治
体
は
国
の
た
め
に
や
む
な
く
受
け
入
れ
協

力
し
て
い
る
こ
と
を
、
国
民
に
向
か
っ
て
、
よ

り
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
」。

　
こ
の
世
は
理
解
と
協
力
の
う
え
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
戦
後
70
年
を
機
に
み
ん
な
で
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
独
り
言
で
す
。

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

華手帖

安全・安心
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